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武豊町議会議長 石川 よしはる 殿 

武豊町議会議員  鳥居 美和 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和８年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１ .ディスレク

シア学習障害に

ついて 

【趣旨説明】 

 私は、令和 7 年 8 月 27 日に半田市で開催された「半田市特別支援教育

研究会 夏季研修会」に参加し、ディスレクシアについての講演を拝聴い

たしました。講師は、NPO 法人 LD・Dyslexia センター会長であり、筑波

大学人間系元教授、医学博士でもある宇野彰先生でした。専門的知見に基

づくお話の中で、知的発達に遅れがないにもかかわらず、「読む」「書く」

ことに著しい困難を抱える子どもたちが一定数存在し、その多くが周囲

に理解されないまま苦しんでいる現実を知り、私は大きな衝撃を受けま

した。  

 ディスレクシアは、決して努力不足や怠慢によるものではありません。

しかし、外見からは分かりにくいために、「なぜできないのか」と誤解さ

れ、自信を失い、やがて学校生活そのものがつらいものになってしまうケ

ースもあると伺いました。早期に気づき、適切な支援や合理的配慮が行わ

れれば、学習面のみならず、不登校などの二次的な課題の予防にもつなが

るとされています。 

 愛知県内では、長久手市が児童生徒の特性に応じた支援体制づくりや

教職員の理解促進、ICT 活用などを通じ、学習障害のある子どもたちへの

支援に取り組んでいる先進事例として知られています。こうした取り組

みは、本町においても大いに参考になるものと考えます。 

 今回の研修会への参加を通じ、まずは大人が正しく理解することが何

より重要であると強く感じました。本町においても、教職員や保護者、地

域の方々がディスレクシアについて学ぶ機会を設けるため、講演会等の

開催を検討してはどうかと考えます。 

 そこで、本町におけるディスレクシアを含む学習障害への実態把握、学

校現場での支援や合理的配慮の取り組み、相談体制の充実、そして今後の

方向性について明らかにし、すべての子どもが安心して学び続けられる

教育環境の実現につなげていきたいとの思いから、今回質問をさせてい

ただきます。 

 

 



【質問事項】 

①本町の小学校及び中学校において、ディスレクシアを含む学習障害が

疑われる、または診断を受けている児童生徒の実態はどのように把握

されていますか。 

 あわせて、その把握方法と現状の課題はいかがですか。 

 
②学習障害の特性に早期に気づくため、教職員に対する研修や支援体制

はどのように整備されていますか。 

 また、担任が特性に気づいた場合、学校内でどのような支援につなげて

いますか。 

 
③ディスレクシア等の学習障害のある児童生徒に対し、 

 音声教材や ICT 機器の活用、板書や評価方法の工夫など、合理的配慮

はどのように行われていますか。 

 あわせて、学校間で支援に差が生じないための取り組みについてはど

うですか。 

 
④学習障害に関して、保護者が安心して相談できる体制や周知は十分に

行われていますか。 

 また、長久手市など県内先進事例も参考にしながら、今後本町としてど

のように支援体制の充実を図っていく考えはありますか。 

 

２ .令和８年度

予算について 

    

 

【趣旨説明】 

本年度一般会計予算は 182 億 3,500 万円、前年度比 600 万円の減、 

特別会計および企業会計を含めた総額は 283 億 4,370 万 5 千円と、前年

度とほぼ同規模の予算編成となっております。 

物価高騰が続き、日々の生活に不安を抱える町民の声を多く伺っており

ます。 

子育て世帯からは教育費や食費の負担増への心配、 

高齢者からは医療や介護への不安、 

事業者からはエネルギー価格や人件費高騰への切実な声が届いていま

す。 

こうした町民の現状を踏まえたとき、本予算が 

「町民の暮らしにどのように応える内容となっているのか」 

さらに、本予算には、将来に向けた重要な施策が計上されています。 

これらの事業が、 

・子どもたちの安心につながるのか 

・高齢者が安全に暮らせる環境づくりに資するのか 

・日々の生活の負担軽減につながるのか 

・将来世代に過度な負担を残さない内容となっているのか 

という視点から、町民目線で確認させていただきます。 

 

町民一人ひとりの安心と希望につながる、丁寧で分かりやすいご答弁を

お願いし以下の質問をいたします。 

 



【質問事項】 

①本予算に込めた町長の基本姿勢について伺います。 

・何を守り 

・何に重点を置き 

・何を将来への投資と位置づけたのか 

その戦略的意図を明確にお示しください。 

また、財政調整基金や将来負担比率を踏まえた中長期財政見通しにつ

いても見解を求めます。 

 

②新年度予算について、公明党議員団として会派要望を提出いたしました。 

（以下、⑥まで会派 

要望について） 

女性のデジタル人材育成と就労支援を要望いたしましたが、予算の「DX 

推進のための外部人材登用」にどのように反映されていますか。 

 

③いじめの早期発見、早期対応のため、SNS 相談の開設やネットワークの 

強化を要望いたしましたが、予算の『いじめ対策「武豊モデル」事業にどの 

ように反映されましたか。 

 

④総合体育館第 2・第 3 競技場に、空調設備の早期整備を要望いたしまし 

たが予算では第 3 競技場空調設備整備工事だけでした。理由を説明して 

ください。 

 

⑤部活動の地域展開の円滑な推進と支援を要望いたしましたが、地域クラブ 

活動団体補助金、地域クラブ活動参加助成金にどのように反映されました

か。 

 

⑥投票率アップのため、期日前投票所の公共施設や店舗、移動バスなどの増

設と、投票所に投票支援カードの導入を要望いたしましたが、選挙費にど

のように反映されましたか。 

 

⑦廃止及び大きく減額された事業や施策には何がありますか。 

  

 

 


